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進級・卒業要件（２０２６年度生）

ⅶ）履修の上限単位数

1 年間で履修できる単位数の上限を一般基礎科目ならびに専攻科目を

合わせて 55 単位とする。

ⅰ）2 年次進級要件

2 年次に進級するためには、下記一般基礎科目ならびに専攻科目の

要件を満たした単位を修得しなければならない。

※ 日本語を母国語としない学生は、日本語能力試験（JLPT）N2 に合格していること。又は、
BJT ビジネス日本語能力テスト 400 点以上、J.Test 実用日本語検定「A-C レベル試験」
600 点以上、JPT 日本語能力試験 525 点以上、日本留学試験（EJU）「日本語」（読解、聴解・
聴読解）が 220 点以上のいずれかを取得していること。

区分 系列 要件
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般
基
礎
科
目

人間と文化

歴史と社会

保体

科学と実践

外国語Ⅰ-Ⅳ

専
攻
科
目

学部基礎科目

必修科目を

15 単位以上

物理・化学系薬学科目

生命薬学科目

社会薬学科目

医療薬学・衛生薬学科目

臨床薬学科目

専門実習科目

総合科目

ⅳ） 5 年次進級要件

5 年次に進級するためには、下記一般基礎科目ならびに専攻科目の

要件を満たした単位を修得しなければならない。

※日本語を母国語としない学生は、外国語Ⅰ～Ⅳより日本語科目 8 単位を修得すること。

区分 系列 要件
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人間と文化

歴史と社会

保体

科学と実践

外国語Ⅰ-Ⅳ

専
攻
科
目

学部基礎科目

必修科目を

129 単位以上

物理・化学系薬学科目

生命薬学科目

社会薬学科目

医療薬学・衛生薬学科目

臨床薬学科目

専門実習科目 11単位

総合科目

ⅴ）6 年次進級要件

6 年次に進級するためには、下記一般基礎科目ならびに専攻科目の

要件を満たした単位を修得し、且つ「病院実務実習」及び「薬局実

務実習」の科目が修得見込みである必要がある。

区分 系列 要件

一
般
基
礎
科
目

人間と文化

歴史と社会

保体

科学と実践

外国語Ⅰ-Ⅳ

専
攻
科
目

学部基礎科目

必修科目を

131 単位以上

物理・化学系薬学科目

生命薬学科目

社会薬学科目

医療薬学・衛生薬学科目

臨床薬学科目

専門実習科目 11単位

総合科目

ⅵ）卒業要件

卒業するためには、下記一般基礎科目ならびに専攻科目の要件を満

たした単位を修得しなければならない。

※1　専攻科目の日本語を母国語としない学生は、外国語Ⅰ～Ⅳより日本語科目8単位を修得すること。

※  2　専攻科目の必修科目 167 単位すべて修得すること　（選択科目を 3 単位以上修得すること）

区分 系列 要件

一
般
基
礎
科
目

人間と文化 1単位以上

16 単位以上

歴史と社会 1単位以上

保体 1単位以上

科学と実践 必修科目を2単位

外国語Ⅰ-Ⅳ
各1単位以上
合計4単位以上※1

専
攻
科
目 

※2

学部基礎科目

170 単位以上

必修科目をすべ

て修得すること

物理・化学系薬学科目

生命薬学科目

社会薬学科目

医療薬学・衛生薬学科目

臨床薬学科目

専門実習科目

総合科目

ⅱ）3 年次進級要件

3 年次に進級するためには、下記一般基礎科目ならびに専攻科目の

要件を満たした単位を修得しなければならない。

区分 系列 要件

一
般
基
礎
科
目

人間と文化

歴史と社会

保体

科学と実践

外国語Ⅰ-Ⅳ

専
攻
科
目

学部基礎科目

必修科目を

51 単位以上

物理・化学系薬学科目

生命薬学科目

社会薬学科目

医療薬学・衛生薬学科目

臨床薬学科目

専門実習科目

総合科目

ⅲ）4 年次進級要件

4 年次に進級するためには、下記一般基礎科目ならびに専攻科目の

要件を満たした単位を修得しなければならない。

区分 系列 要件

一
般
基
礎
科
目

人間と文化

歴史と社会

保体

科学と実践

外国語Ⅰ-Ⅳ

専
攻
科
目

学部基礎科目

必修科目を

97 単位以上

物理・化学系薬学科目

生命薬学科目

社会薬学科目

医療薬学・衛生薬学科目

臨床薬学科目

専門実習科目

総合科目

－ 23－

薬
学
部　

進
級
・
卒
業
要
件


